
 

 

 

平成 30 年度 日本表面真空学会中部支部シンポジウム 
   

「電池・蓄電デバイス開発の最近の動向」 

  

主催 （公社）日本表面真空学会中部支部 

協賛 応用物理学会東海支部、日本物理学会名古屋支部、応用物理学会薄膜・表面物理分科会、電気

化学会東海支部、日本化学会東海支部、日本セラミック協会東海支部（依頼予定を含む）   

  

近年のモバイル機器の利用拡大や電動車両、分散型発電システムの発展に伴い、様々な分野において電

池や蓄電機器の重要性が向上しています。電池や蓄電デバイスの性能向上には、材料の探索、反応機構の

解明、構造の最適化、充放電作動の制御など様々な分野の技術の集積が必要とされます。特に、構成部材

の合成・作製や電池材料表面での反応メカニズムの解明などにおいては、表面科学およびその分析技術

が、基礎研究のみならず研究開発や品質評価などでも欠くことの出来ないものとなっています。現在、次

世代デバイスの研究開発が活発に行われており、新素材の開発や性能評価に関する研究においても表面

科学の知見や分析技術が重要な役割を担うことが期待されています。本シンポジウムでは、 次世代電池・

蓄電デバイス開発に向けた研究の最新動向として、その基礎から応用にわたって第一線でご活躍中の講

師の方々にご講演いただきます。皆さまのご参加をお待ちしています。  

  

１． 日時 2019 年 1 月 26 日（土） 13:00 － 17:55  

２． 場所 中部大学名古屋キャンパス 610 室（愛知県名古屋市中区千代田 5-14-22） 

３． プログラム 

13:30 － 13:35  開会あいさつ 河原敏男 （中部支部長）  

(1) 13:35 － 14:35 「最近の電池電極開発動向−自己形成材料研究と併せて」 

園山 範之 先生（名古屋工業大学）  

(2) 14:35 － 15:35 「超高速蓄電を可能にする垂直配向グラフェンスーパーキャパシタ」 

杉本 渉 先生（信州大学）  

 

15:35 － 15:50 休憩 

 

(3) 15:50 － 16:50 「デンソーの蓄電技術の取り組み」  

山田 学 先生（株式会社デンソー）  

(4) 16:50 － 17:50 「「二次電池以外」という選択肢：Si 微細加工による量産型コンパクト超電導磁

気エネルギー貯蔵デバイスの開発」 

元廣 友美 先生（名古屋大学） 

      17:50 － 17:55  閉会あいさつ 市村正也（中部支部副支部長）  



４． 参加費（テキスト代含む、消費税含む、当日会場にて受付）  

会員（協賛学会員を含む）2000 円、学生 1000 円、一般 4000 円   

閉会後の懇親会参加費 4000 円（参加希望者は講演参加申込時にご連絡ください）  

 

５． 申込方法 （参加定員 50 名）  

メールの表題は「表面真空学会中部支部シンポジウム申し込み」とし、次の項目をご記入の上、以下

のメール送付先までお申込ください。 (1) 氏名（ふりがな）、(2) 所属、(3) 連絡先（郵便番号、住所、

電話番号、メールアドレス）、(4) 参加区分（会員※協賛学会員を含む、学生、一般）  

メール送付先：平井信充（鈴鹿高等工業専門学校）hirai@chem.suzuka-ct.ac.jp 

申込締め切り： 2019 年 1 月 11 日（金）  

＊お申込に際しご記載いただきました情報は、本件以外の参加者の把握・連絡以外には使用いたしま

せん。 

  

７． 会場案内  

中部大学名古屋キャンパス 610 室 （愛知県名古屋市中区千代田 5-14-22） 

JR 中央本線「鶴舞」駅名大病院口（北口）下車すぐ、 

又は、地下鉄「鶴舞」駅下車北に約 100 メートル  

＊駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください。 

URL: https://www3.chubu.ac.jp/about/location/#nagoya 

 

 

 


